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分野別懇談会の目的

山田町総合計画と山田町の現状の説明

次期総合計画に反映させるため、各分野におけ
る現状や課題、課題の解決策（町民ができること、
行政ができること）、その他ご意見を伺うこと。

2



□山田町総合計画

□山田町の現状
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総合計画とは？

健康・福祉 生活基盤

防災産業

教育・生涯学習 行政経営

山田町がどのようなまちを目指し、どんなことに重点を置くか、どんなことにお金
を使っていくのかについて定める町の最上位計画です。
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総合計画の構成

実施計画

総合計画は３層構造

まちづくりの基本理念や目標など
計画期間：１０年

基本構想を実現するための施策
計画期間：５年

基本計画を実現するための具体的事業
計画期間：年度ごと

基本構想

基本計画
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つくり育てる漁業の再生事業 １億円

現計画期間（Ｒ３年度～Ｒ７年度）中の主な事業【水産】
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漁港施設機能保全事業 ３億円

町漁業就業者育成対策事業 ３千万円

浜の活力支援事業

など

１千万円

※現計画期間中の事業を掲載していますので、事業費は概算となります。
（以降のページも同様。）



林産物展示販売施設改修事業 ４億円

現計画期間（Ｒ３年度～Ｒ７年度）中の主な事業【農林】

7

森林環境譲与税活用事業 １億４千万円

多面的機能支払交付金事業 ７千万円

森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策事業

など

６千万円



ふるさと特産品事業 ９億１千万円

現計画期間（Ｒ３年度～Ｒ７年度）中の主な事業【商工】
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商工会支援事業 ３千万円

ふるさと応援寄附返礼品開発等支援事業 ２千万円

やまだ創業サポート事業

など

１千万円



新道の駅整備事業 １７億６千万円

現計画期間（Ｒ３年度～Ｒ７年度）中の主な事業【観光】
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船越家族旅行村整備事業 ９千万円

観光情報発信事業 ３千万円

イベント開催事業

など

２千万円



道路メンテナンス事業 ７億４千万円

現計画期間（Ｒ３年度～Ｒ７年度）中の主な事業【建設】
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町道舗装改修事業 ４億９千万円

柳沢北浜地区土地区画整理事業 ４億３千万円

住宅建築促進事業

など

１億２千万円



新型コロナワクチン接種費助成事業 ４千万円

現計画期間（Ｒ３年度～Ｒ７年度）中の主な事業【保健】
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後期高齢者健診追加項目事業 ２千万円

特定健診追加項目事業 ２千万円

推定塩分測定検査事業

など

１千万円



生活支援体制整備事業 １億円

現計画期間（Ｒ３年度～Ｒ７年度）中の主な事業【福祉】
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障がい相談支援事業 ６千万円

介護予防・日常生活支援総合事業(一般介護予防事業) ２千万円

宮古圏域成年後見センター設置事業

など

２千万円



放課後児童クラブ施設整備事業 ２億１千万円

現計画期間（Ｒ３年度～Ｒ７年度）中の主な事業【子育て】
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放課後児童健全育成事業 ２億７千万円

医療費助成事業拡大事業 １億１千万円

民間保育所特別保育サポート事業
など

１億円



豊間根地区集会施設（支所）建設事業 ６億６千万円

現計画期間（Ｒ３年度～Ｒ７年度）中の主な事業【コミュニティ】
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大沢地区集会施設建設事業 ３億３千万円

新たなコミュニティ形成事業 ３千万円

住民協働推進事業

など

１千万円



山田小学校新校舎等建設事業 ３０億９千万円

現計画期間（Ｒ３年度～Ｒ７年度）中の主な事業【教育】
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学校プール建設事業 ４億９千万円

社会体育施設改修事業 １億１千万円

テニスコート整備事業

など

９千万円



鯨と海の科学館改修事業 ４千万円

現計画期間（Ｒ３年度～Ｒ７年度）中の主な事業【文化】
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町民文化施設改修事業 ３千万円

町内遺跡出土品等整理活用事業 １千万円

ふるさとやまだシリーズ刊行事業

など

２百万円



消防署屯所建設事業 ２億円

現計画期間（Ｒ３年度～Ｒ７年度）中の主な事業【防災】
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消防水利整備事業 ９千万円

防災行政無線親局更新事業 ５千万円

一斉情報配信システム整備事業

など

１千万円



(１) 町民意識調査
８/１～８/２０までの期間でアンケート調査を実施。施策の満足度、重要度等

を調査。

(２) 分野別懇談会
10/10実施。各分野において活躍している業界関係者との懇談。

(３) まちづくりワークショップ
町民同士で町の課題や目指す将来像などについて議論する。

(４) 総合計画審議会
学識経験者や町民の代表等により構成。総合計画の審議を行う。

(５) パブリックコメント
基本構想案について、町民から意見を募集する。

計画策定への町民の参画
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□山田町総合計画

□山田町の現状
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総務費

52 億円

民生費

29 億円
公債費

24 億円

教育費

21 億円

農林水産業費+商工費

19 億円

土木費

13 億円

その他

11 億円

産業の振興など

保健、医療、ごみ処理、消防など

借金の返済

小・中学校、公民館、スポーツ
施設の建設、維持管理など

道路や河川の整備、維持など 町役場の運営、徴税など

高齢者福祉、障がい者福祉、
子育て支援など

令和５年度決算額

169.5億円

山田町の税金の使い道
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地方交付税

35億円

町債

32億円

国県支出金

31億円その他

5億円

繰入金

57億円

町税

14億円

その他

13億円

令和５年度決算額

186.3億円

自主財源 依存財源

町民税、固定資産税、軽自動
車税、市町村たばこ税

基金（貯金）を取り崩すお金

銀行などからの借金

使い道が決められている国
や県から交付されるお金

どこに住んでいても同じ水準
のサービスを受けられるよう
に、国から交付されるお金

山田町の税収の内訳
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山田町の貯金と借金

【単位：億円】

基金（貯金）が減少

町債（借金）が増加
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【出典：国勢調査（総務省統計局）、日本の地域別将来推計人口(令和5年推計)（国立社会保障・人口問題研究所）】

山田町の人口（推計）

25,321人（1980年）

13,184人（2024年）

6,703人（2050年）

推計値
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【出典：国勢調査（総務省統計局）、日本の地域別将来推計人口(令和5年推計)（国立社会保障・人口問題研究所）】

1980年 2020年 2050年

山田町の人口構造（推計）
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人口減少・少子高齢化による課題①

就業者 6,839 人

家事 2,085 人

通学 437 人

完全失業者 361 人

その他 3,215 人

第1次産業 846 人

第2次産業 2,007 人

第3次産業 3,950 人

不明 36人

町民の就業状況 産業別就業者数

【出典：令和２年国勢調査（総務省統計局）】

労働力不足

需要の縮小
経済規模・活力の低下
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人口減少・少子高齢化による課題②

【出典：日本の地域別将来推計人口(令和5年推計)（国立社会保障・人口問題研究所）】

高齢者の増

労働力不足

供給不足

【単位：人】
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人口減少・少子高齢化による課題③

平成２９年度 令和５年度 増減戸数 増減率

住宅戸数 ５，０６１戸 ５，４６３戸 ４０２戸増 ７．９４％

空家戸数 ３７９戸 ６０４戸 ２２５戸増 ５９．３６％

空家割合 ７．４８％ １１．０５％ ー ３．５７％

【出典：令和６年度第１回山田町空家等対策推進協議会資料】

空家の増 弊害
防災 防犯

衛生 景観
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山田町の現状
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住民の多様なニーズ

持続可能なまちづくり

＋

次期総合計画策定にあたり


